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1 これまでの経過及び現図書館の状況 

1-1 新図書館の整備の検討経緯及び基本計画の位置付け 

伊東市では、図書館サービスの中核を担ってきた伊東図書館が築 40 年を超え、現在の敷地及び

建物では開架・学習スペースや駐車場の不足、バリアフリー等の課題への対応が困難であること

から、より高度な図書館サービスやＩＣＴの活用を通じた新たなサービスを提供する新図書館の

建設に向けた検討を進めてきました。 

さらに、多様化・高度化する利用者ニーズに対応するとともに、コミュニティ醸成の場を提供

する必要があることから、図書館機能と生涯学習センター機能、文化ホール機能の複合も視野に

入れ、平成 30 年３月に「図書館・文化ホール建設に向けた整備の方向性」を策定しました。これ

を受け、平成 30 年 10 月から令和２年 12 月まで開催された「図書館・文化ホール建設に向けた検

討会」では、平成 30 年度地域タウンミーティングや未来ビジョン会議における市民意見も踏まえ

て建設候補地・建設形態を検討し、現在も併設されている伊東図書館及び生涯学習センター中央

会館の移転先として、マンダリンホテル跡地を候補地に選定しました。 

令和３年３月には、これまでの検討経緯・結果に加え、上位・関連計画や市民ワークショップ等

を通じて把握した市民意見も踏まえ、市民が「未来を拓く」ことのできる図書館の実現に向けて

新図書館のコンセプトや市全体の図書館サービスの在り方等について検討した「伊東市新図書館

基本構想」（以下、「基本構想」という。）を策定しました。 

「伊東市新図書館基本計画」（以下、「本計画」という。）では、基本構想の内容を踏まえつつ、

蔵書やサービス、施設整備、管理運営等の詳細を更に具体的に検証することにより、サービスと

施設が合致した新図書館の整備を目指します。 

 

 

図 1-1 基本計画の位置付け 
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1-2 基本構想における新図書館の在り方 

1-2-1 拡充機能・コンセプト等 

基本構想では、これまでの検討結果や現図書館の課題、ワークショップで把握した市民意見等

を踏まえ、新図書館で拡充が必要な機能・サービス案を以下のとおり７つに分類しました。 

新図書館の拡充機能・サービス（案） 

① 交流機能 

立ち寄りやすい雰囲気で多世代の交流を促し、本や活動との偶然の出会いを誘発 

② 一般コーナー機能 

図書館本来の市民の知と情報を集積し、くつろいで読書できる環境を提供 

③ 伊東市情報センター機能 

伊東市の歴史や文化を知ることができる情報や資料を発信・提供 

④ 児童コーナー機能 

子どもや親子連れが利用しやすく、楽しみながら読書できる環境を提供 

⑤ ティーンズコーナー機能 

中高生のニーズに沿った幅広い資料や学習環境を提供 

⑥ 生涯学習センター機能 

従来の機能に加えて市民のクリエイティブな活動を可能とする環境を提供 

⑦ ＩＣＴ機能 

利便性向上・運営コスト削減・感染症対策等に向けてセルフ化・デジタル化を推進 

 

さらに、市内全域に充実した図書館サービスを提供するため、新図書館を拠点とした新たな図

書館サービス網の構築に向け、必要なサービス案を以下のとおり整理しました。 

市全体の新たな図書館サービス網に必要なサービス（案） 

① 市内各施設でのサテライトサービス 

返却ポスト・サービスコーナーの設置、市南部地域へのサテライト図書館設置 

② アウトリーチサービス 

移動図書館拡充、宅配サービスの提供、出張読み聞かせ等の開催 

③ 地域連携サービス 

民間図書館・商店との連携、屋外型イベントの開催 

④ 新図書館へのアクセス強化 

十分な駐車場の確保、新図書館へのシャトルバスの運行 

⑤ ＩＣＴ活用による遠隔地へのサービス 

電子図書館の導入、地域資料のデジタル化、ＳＮＳ等での情報発信 
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その上で、伊東市の未来を担う子どもや今を担う大人ひとりひとりが活躍し、交わりながら、

自身の夢と未来を育むことができる創造拠点の構築を目指して、新図書館のコンセプトを 

『夢と未来を育む図書館』～ひとりひとりの創造拠点～ 

と設定しました。新図書館では、市内外から気軽に訪れ、学ぶ喜びや豊かさを享受できる場と

して機能するとともに、「国際観光温泉文化都市」伊東市の知・文化・歴史を収集記録し、内外に

発信し続けることで、シビックプライドの醸成及び文化や知の発展への寄与を目指します。そし

て、「この図書館があるから伊東市に行ってみたい、住んでみたい、住んでいたい」と思われる図

書館となることを目標とします。 

 

1-2-2 蔵書・施設 

基本構想では「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」を基に、令和７年度の伊東市の人口

規模にふさわしい蔵書規模を推計し、新図書館の蔵書目標を 33.3万冊程度と設定しました。また、

同規模自治体の平均を踏まえて児童書の目標を蔵書の 25％（83,250 冊）程度、閉架の目安を蔵書

の 50％程度としました。 

施設規模の検討に当たっては、蔵書目標及び 7 つの拡充機能を踏まえ、図書館機能、生涯学習

センター機能、市民意見等で求められた新たな機能を組み合わせる中で、必要とされるスペース

をどの程度多目的に利用するかの段階別で３パターンの面積案を試算しました。①新たな機能を

全て入れ込んだ案では、必要とされるスペースを全て独立させた場合を想定して 7,500 ㎡程度が

必要と算出し、②図書館・生涯学習センター機能と新たな機能を融合した案では、一部の機能的

に類似するスペースを整理して 6,000 ㎡程度が必要と算出しました。また、③各スペースを多目

的に活用した案では、各機能を最大限融合する中で、スペースを多目的に活用することを想定し、

5,000 ㎡程度が必要と算出しました。 

さらに、建設予定地の敷地面積と必要な施設規模から、

基本構想では新図書館を４～５層程度と仮定して機能配置

案も検討しました。建設予定地が津波浸水想定区域及び洪

水浸水想定区域であることから、１階への貴重資料等の設

置は避け、低層階から上層階に向かうにつれて動的な活動

から静的な活動へと切れ目なくつながるよう、各スペース

の関係性を重視した配置案としました。 

基本構想の策定後も詳細の検討を進めた結果、建設工事費用や維持管理費用、機能の融合性、

座席数等の観点から、３パターンの面積案のうち、③各スペースを多目的に活用した案が最もふ

さわしいことから、本計画では、新図書館の面積の目安を 5,000 ㎡とし、基本構想で設定した機

能・サービス案や機能配置案等をより詳細に精査・検証することで、設計に向けた具体的な検討

を進めることとします。  

交流機能

ティーンズ
コーナー機能 生涯学習

センター
機能

児童コーナー機能

伊東市情報センター機能

一般コーナー機能静

動

図 1-2 機能配置案（基本構想） 
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1-3 伊東図書館及び生涯学習センター中央会館の現状 

1-3-1 施設概要 

現施設は昭和 55 年 11 月に新築され、伊東図書館及び生涯学習センター中央会館との複合施設

として、40 年以上にわたって市民の読書や生涯学習等に資するサービスを提供してきました。地

上 4 階建ての施設のうち、１・２階が図書館、３・４階が生涯学習センターとなっており、１・

２階に設置されたエントランスから両施設にアクセスできます。両施設の入口は近接しているも

のの、自然光が届きにくいため暗く、さらに、各施設で動線が完全に分かれる構造となっていま

す。このため、それぞれの施設の利用者が分断されてしまい、回遊性による新たな利用が生まれ

にくい環境です。 

 

表 1-1 伊東図書館・生涯学習センター中央会館施設概要 

開館：昭和 55 年 11 月１日 

所在地：伊東市音無町５番 14 号 

構造：鉄筋コンクリート造４階建て 

面積：2,713 ㎡(うち図書館専有：954 ㎡、生涯学習センター専有：1,520 ㎡) 

施設：１階（図書館）…閉架書庫、移動図書館車用車庫・書庫 

２階（図書館）…開架書架、閲覧スペース（閲覧席：108 席） 

３階（生涯学習センター）…和室（２室）、視聴覚室、展示兼トレーニング室 

４階（生涯学習センター）…会議室（２室）、研修室（２室）、美術工芸室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3-2 伊東図書館の現状 

伊東市の令和３年４月１日時点の蔵書数は 203,261点で、うち伊東図書館では図書 181,002冊、

視聴覚資料 3,501 点、雑誌 83 誌（12,590 冊）、新聞８紙を所蔵しています。１・２階に位置する

伊東図書館諸室のうち、開架書架や閲覧スペース等の利用者ゾーンは 2 階に設置されています。 

伊東図書館では郷土ゆかりの人物や全国有数の温泉地であることにちなんだ資料、子ども向け

の民話等を積極的に収集し、地域に根差したサービスに取り組んでいますが、魅力的な郷土資料

約 2,500 冊を収集・配架している郷土資料室は奥まった場所にあり、利用しにくい状況です。ま

た、限られたスペースで多くの資料を配架するため、全体的に背の高い書架が多く、書架の間隔

が極めて狭い箇所もあるなど、バリアフリーへの対応も十分ではありません。 

現在は閲覧席を 108 席設置していますが、くつろいだり自由に過ごしたりできる閲覧環境や学

習スペースの拡充等、市民ワークショップでもニーズが高かった新たなスペースへの対応は難し

い状況です。  

図 1-3 外観 図 1-4 図書館・生涯学習センター入口 
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1-3-3 生涯学習センター中央会館の現状 

生涯学習センター中央会館では、市民大学講座を始めとした様々な生涯学習講座を開催するほ

か、諸室を午前（９～12 時）、午後（13～17 時）、夜間（18～22 時）の３区分で貸し出しており、

どの時間帯も活発な利用が見られます。会議形式での利用は少なく、ダンスを始めとした運動や

合唱等の音楽活動、絵画・工芸等の制作活動、茶道や生け花、俳句・短歌等の伝統文化に関する活

動等での利用が中心です。 

平成 30 年度及び令和元年度の諸室の利用状況を整理すると、会議室や研修室を始め、多目的に

使用可能な諸室の使用率が高い傾向が見られます。特に、中央会館で最も広い第１会議室は使用

率も最も高く、両年度で 70％近くに及んでいます。 

諸室の特徴ごとに利用傾向を整理すると、比較的広い第１会議室、視聴覚室、展示兼トレーニ

ング室は運動や音楽活動等での利用が多く、使用率も高い傾向にあります。また、比較的小規模

な部屋は美術・工芸や伝統文化活動での利用が多く、特に、和室以外で最も小さい第２研修室の

使用率が高くなっています。一方、和室や美術工芸室等の用途が限られる部屋は使用率が低い傾

向にあり、中でも和室は２室とも使用率が 20％を下回る状態です。 

 

 

表 1-2 生涯学習センター中央会館の諸室概要 

 

 

表 1-3 生涯学習センター中央会館の諸室利用状況 

  

9～12時 13～17時 18～22時

第1会議室 141 100 1,300 1,500 2,000

第2会議室 52 30 800 1,000 1,300

第1研修室 53 30 800 1,000 1,300

第2研修室 35 20 500 800 1,000

第1和室 57 800 1,000 1,300 8畳+6畳、水屋・踏込・物置あり

第2和室 33 500 800 1,000 10畳、水屋あり

美術工芸室 113 30 1,300 1,500 2,000 うち倉庫等：36㎡

視聴覚室 115 50 1,300 1,500 2,000 うち倉庫等：23㎡

展示兼トレーニング室 98 40 1,000 1,300 1,500 うち倉庫等：28㎡

※市外団体が使用する場合は倍額

備考
使用料金※（円）

室名
面積

（㎡）

収容人数

（人）

1回当たり 1回当たり

第1会議室 141 619 67.4% 8,073 13.0 608 66.2% 7,619 12.5 ダンス、太極拳、ヨガ、講座等

第2会議室 52 272 29.6% 1,948 7.2 264 28.8% 1,555 5.9 会議、絵画（水彩画）等

第1研修室 53 377 41.1% 3,109 8.2 345 37.6% 3,120 9.0 会議、工芸等

第2研修室 35 456 49.7% 3,508 7.7 422 46.0% 2,317 5.5 工芸、俳句・短歌等

第1和室 57 114 12.4% 716 6.3 104 11.3% 228 2.2 茶道等

第2和室 33 149 16.2% 518 3.5 126 13.7% 311 2.5 俳句・短歌等

美術工芸室 113 222 24.2% 1,812 8.2 222 24.2% 1,725 7.8 絵画（水彩画・油絵）、生け花等

視聴覚室 115 484 52.7% 7,402 15.3 463 50.4% 6,796 14.7 音楽活動（合唱）、会議等

展示兼トレーニング室 98 337 36.7% 3,050 9.1 444 48.4% 2,685 6.0 ダンス等

合計 697 3,030 36.7% 30,136 9.9 2,998 36.3% 26,356 8.8

主な用途室名
面積

（㎡）
使用回数

（回）
使用率

使用人数（人） 使用回数

（回）
使用率

使用人数（人）

平成30年度 令和元年度
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2 新図書館の参考となる先進事例 

新図書館のサービス及び施設整備を検討するに当たり、先進的な事例を調査しました。その中で

も特に、新図書館での拡充機能・サービス案にある、７つの機能につながる事例や、そのほか、配

架に特徴・工夫のある事例、新型コロナウイルス等の感染症の影響を踏まえた事例を以下に示しま

す。 

 

表 2-1 「①交流機能」「⑦ＩＣＴ機能」「感染症対策」の参考となる事例 

大田区立池上図書館／東京都大田区 

 セルフ予約受取・貸出・返却＋感染症対策 

- 駅直結の商業施設内にあることから、図書館閉館後も施設

全体の営業終了時間までサービスを提供できるよう、ＩＣ

タグで管理された予約本自動受取機、自動返却機を設置 

- 自動貸出機、自動返却機による貸出・返却のセルフ化が図ら

れ、対面での接触を避けることができ、感染症対策にも寄与 

 カフェとつながる立ち寄りやすい雰囲気 

- 同じフロアにあるカフェとの間に壁がなく、蓋付きの飲み物の図書館への持ち込み、カフェでの

図書館の本の閲覧が可能で、自由に行き来可能 

- 図書館側にカフェ用のごみ箱、カフェ側に本の返却棚を用意し、双方で連携することでよりシー

ムレスな空間を創出 

 

表 2-2 「③伊東市情報センター機能」の参考となる事例 

大和市立図書館（大和市文化創造拠点シリウス）／神奈川県大和市 

 開かれた郷土資料コーナー 

- ５階は「調べて学ぶ図書館」というテーマの下、レファレン

スカウンター、地域資料コーナー、読書室が近接 

- 地域資料コーナーはつる舞の里歴史資料館の収蔵品の一部が

展示され、大和市や神奈川県内市町村に関する歴史資料等を

配架した開かれたコーナーとして整備 

- 読書室はレファレンスカウンターに近く、静かな環境となっ

ており研究にも便利 

 

表 2-3 「③伊東市情報センター機能」「⑦ＩＣＴ機能」の参考となる事例 

さいたま市大宮図書館／埼玉県さいたま市 

電子図書館等による郷土資料の発信・提供 

- 電子図書館に搭載されている資料のうち、地域資料は利用者登録無しでも閲覧可能 

- さいたま市大宮図書館には、地域ゆかりの文学者らの資料を展示した文学資料コーナーを設置し、

地域ゆかりの歌人 大西民子に関する資料はデジタル化し、電子資料として公開 

- 電子図書館により、新型コロナウイルス感染症流行による臨時休館中も図書館サービスを提供 

  

© 株式会社エスエス 加藤俊彦 
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表 2-4 「②一般コーナー機能」「③伊東市情報センター機能」の参考となる事例 

札幌市図書・情報館／北海道札幌市 

 テーマ選書による知と情報の発信 

- 「はたらくをらくにする」をコンセプトとし、仕事や暮らし

に関する調査相談や図書・情報の提供に特化した課題解決

型図書館として運営 

- ＷＯＲＫ、ＡＲＴ、ＬＩＦＥの３つのエリアに分かれ、日本

十進分類法※によらない図書や新聞、雑誌等の配架を実施 

※日本十進分類法（NDC）：図書を主題ごとにグループ分けし、0～9 のアラビア数字で表す図書分類法。 

表 2-5 「④児童コーナー機能」「⑦ＩＣＴ機能」の参考となる事例 

こども本の森 中之島／大阪府大阪市 

 子どもも大人も絵本に楽しみながら出会える 

- 子どもたちの好奇心を誘発するよう壁一面に絵本を配架 

- プロジェクションマッピングなどのＩＣＴ技術により、本

の魅力を最大限引き出し、子どもが楽しみながら本を手に

取れるよう工夫 

 

表 2-6 「①交流機能」「⑤ティーンズコーナー機能」の参考となる事例 

那須塩原市図書館みるる／栃木県那須塩原市 

 本との偶然の出会い 

- テーマに沿って日本十進分類法によらずに選書した本を展

示したコーナーを設け、テーマと関連した本以外のモノも

展示 

- 本の中の印象的な一文を書棚に掲出することで人々を書

棚、本に引き付ける工夫を実施 

 ティーンズが立ち寄りたくなる場所 

- 通称「みるる」は市内中学生が命名 

- アクティブラーニングスペース、サイレントラーニングスペース、グループ学習室、学習ブ

ースなどの利用形態に合わせた様々な諸室を設置 

表 2-7 「⑤ティーンズコーナー機能」「⑥生涯学習センター機能」「⑦ＩＣＴ機能」の参考となる事例 

Oodi／フィンランド ヘルシンキ 

 クリエイティブな活動を支援 

- ３Ｄプリンターなど、市民の創作活動に必要とされる機器

類が置かれているメーカースペースを設置 

- テレビゲーム、ボードゲームといったゲーム類も所蔵 

 セルフ貸出・返却＋効率化 

- 貸出・返却は完全セルフ化が図られており、仕分け機・フロ

ア間運搬ロボットで返却後の配架も効率化 

© 伊東俊介 
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3 新図書館のサービス及び施設整備の基本的な考え方 

3-1 新図書館の目指す姿 

基本構想で設定したコンセプト「『夢と未来を育む図書館』～ひとりひとりの創造拠点～」を実

現するため、施設の中心部に、地域のあらゆる情報を集約し、新図書館において拡充が必要な７

つの機能・サービスを結び付ける役割を持ち、誰もが利活用できるエリア「まちのミュージアム」

を構築します。 

「まちのミュージアム」では、郷土資料を中心に、市内に点在している景勝地や温泉等の自然

資源、東海館や木下杢太郎記念館等の歴史文化資源、体験型ものづくり拠点等の観光資源に関す

る情報のほかに、市民活動の記録・成果等も「まちの情報」として幅広く収集・編集し、訪れる

人々や周辺地域、さらには世界へと広く発信することで、新図書館が伊東の歴史・文化を始めと

する全ての情報を知ることのできる「まちの入口」となります。 

新図書館は「まちのミュージアム」を幹として利用者の創造活動を促進します。訪れた人々が

「まちのミュージアム」で新たな「まちの情報」と出会うことにより、それぞれの興味に応じた活

動・体験が生まれ、次の「まちの情報」の創出・発信につながるサイクルを形成します。 

このように、施設からまち全体に賑わいの輪を広げ、「国際観光温泉文化都市」である伊東市の

魅力向上のため地域と共に取り組み、訪れる人々の夢と未来を育むことができる創造拠点となる

ことを目指します。 

 

図 3-1 誰もが発信できる「まちのミュージアム」構築イメージ 

 

3-2 サービスの基本的な考え方 

「3-1 新図書館の目指す姿」を踏まえ、新図書館では「まちのミュージアム」を幹とした①地域

の魅力発信、②知との偶然の出会いを誘発する選書と配架、③創造を生み出す活動と情報の一体

的な提供、④ＩＣＴによる新たな体験の提供、の４つを施設全体の軸としてサービスを提供しま

す。なお、新図書館では、伊東市の新たな図書館サービス網の拠点として、基本構想で検討したサ

テライトサービスやアウトリーチサービス等の将来的な拡充にも対応できる機能も併せて検討し

ます。  
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3-2-1 地域の魅力発信 

新図書館の柱となる「まちのミュージアム」では、郷土資料を中心とした伊東市に関する様々

な情報の収集や展示を始め、市民や市を訪れる人がまちの情報に触れ、まちについて更に深く知

ることができる様々なサービスを提供します。「まちのミュージアム」を通じて市民の豊かな学び

や活動を促進するとともに、地域の魅力を広く発信し、シビックプライドの醸成や地域の活性化

への寄与を目指します。 

 

3-2-2 知との偶然の出会いを誘発する選書と配架 

様々な読書・学習ニーズに応える幅広い資料を収集します。特に、伊東市に関連する資料とし

て、従来収集してきた郷土資料に加えて、より多彩な資料を積極的に収集します。 

また、伊東のまちと本を結び付けるよう配架を工夫し、思いがけない本との出会いや興味の連

鎖による読書・学びの広がりを促進します。選書・配架に当たっては、隣接するスペースの用途も

踏まえつつ、多様なジャンルの資料・コーナーを充実させ、上質で快適な読書・学習環境を提供し

ます。 

 

3-2-3 創造を生み出す活動と情報の一体的な提供 

新図書館では従来の図書館機能と生涯学習機能を融合し、生涯学習センターで提供してきた諸

室を図書館に統合することで、活動と情報を一体的に提供します。単なる本やスペースの提供に

とどまらず、両機能を組み合わせた企画やイベントを展開することで、情報から活動へ、活動か

ら情報へと広がる利用者の学びをサポートします。 

 

3-2-4 ＩＣＴによる新たな体験の提供 

ＩＣタグシステムを始めとしたＩＣＴの活用を通じ、利便性の向上を図るとともに、安全・安

心に図書館を利用できる環境を構築します。さらに、貸出・返却や蔵書点検等のルーティーン作

業・単純作業を効率化することで、司書がレファレンスサービスや新たなサービス等に注力する

ことが可能となり、司書と利用者のコミュニケーションの活性化にも寄与します。 

また、電子機器やソフト等を活用方法と併せて提供し、創造的な活動やＩＣＴへの深い理解を

支援します。 

 

3-3 施設整備の基本的な考え方 

「3-1 新図書館の目指す姿」を踏まえ、伊東の豊かな自然や街並みと調和し、まちとのつながり

を感じられる施設の整備を目指します。「3-2 サービスの基本的な考え方」の内容も考慮し、施設

整備で重視する考え方は以下のとおりです。 
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3-3-1 フロアによる静と動のゾーニング 

施設全体が多様な交流を促すコミュニケーションの場となるよう、ハード面からも機能融合を

進めるため、新図書館の施設は諸室を壁等で区切らないオープンスペースを基本とします。 

さらに、基本構想に従い、低層階から上層階に向かうにつれ、動的な活動から静的な活動へと

緩やかな音のゾーニングを行うことで、周囲の活動から刺激を受けながらも、程よい距離感で自

分の時間を過ごせる環境を創出します。また、賑わいの中でも周囲の音を気にすることなく作業

に集中できる空間も確保するため、静寂性が必要なスペースは個室として区切ることとします。 

 

3-3-2 「まちのミュージアム」を軸としたフロア構成 

フロア内での機能連携が生まれやすくなるよう、本計画では災害時に浸水の可能性がある１階

は駐車場を中心とし、メインフロアを２～４階の３層とすることで、４～５層を想定していた基

本構想段階よりも各フロアの面的広がりに余裕を持たせます。 

また、施設全体でも機能融合を進め、施設の一体感を創出するため、新図書館の柱となる「まち

のミュージアム」を各フロアに配置することで、施設の縦方向の連続性を持たせるとともに、「ま

ちのミュージアム」を媒介として７つの機能を結び付けるよう計画します。 

 

図 3-2 機能配置案 

 

3-3-3 利用者の興味を広げる機能配置 

各フロアでは、資料へのアクセス性を高めるため、フロアの中央に「まちのミュージアム」を配

置し、そこから放射状につながる書架やコーナーを配置します。これにより、利用者の興味の連

鎖や新たな出会いを促進します。また、各コーナーをフロアの外周に配置することで、施設外の

環境ともつながりを感じられる新しい学びの場をつくります。 

 

3-3-4 活動と情報が一体となるコーナー配置 

利用者の「出会う・興味を持つ」「学ぶ・調べる」「活動する」「展示・発表する」というサイク

ルがスムーズに循環するよう、書架と関連する活動・発表のスペースをセットにして様々なテー

マのコーナーを設置します。各コーナーにはテーマに関連する資料を配架し、関連する活動が可

能なスペースや作品展示が可能なスペースを配置します。  

交流機能

ティーンズ
コーナー機能 生涯学習

センター
機能

児童コーナー機能

伊東市情報センター機能

一般コーナー機能

交流

ティーンズ

生涯学習

児童

一般

伊東市情報センター

一般

まちのミュージアム

基本計画基本構想
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4 サービス計画 

4-1 新図書館のサービス 

「3-2 サービスの基本的な考え方」で示した「まちのミュージアム」を幹とした①地域の魅力発

信、②知との偶然の出会いを誘発する選書と配架、③創造を生み出す活動と情報の一体的な提供、

④ＩＣＴによる新たな体験の提供、の４つの軸ごとに、新図書館の新たなサービスを以下のとお

り示します。 

4-1-1 地域の魅力発信 

「まちのミュージアム」では、伊東市の歴史や郷土ゆかりの人物に関する資料を始め、温泉や

地震、火山など、幅広い資料を郷土資料と位置付けて収集するほか、市民はもちろん市外からの

利用者や観光客・旅行客にも役立つ情報や資料を収集・提供します。 

また、情報の提供にとどまらず、様々な視点で捉えた「まちの情報」のアーカイブ化や市民活動

の発表の場の提供、体験型イベントの開催等を通じて伊東市の魅力を多角的に発信し、新たな「ま

ちの情報」の創出を支援します。 

表 4-1 地域の魅力発信に関するサービス 

項目 内容 拡充される機能 必要な諸室 

郷土資料の活用  現在所蔵している県、市、木下杢太郎、温泉等の資

料に加え、様々な視点から地域の魅力を捉えた地域

関連資料の更なる収集及び手に取りやすい配架の

工夫 

 歴史資料の展示や、郷土ゆかりの人物に関する展示 

 市在住、市出身で活躍する人の作品展示 

 児童、ティーンズ向けの伊東に関する資料の収集 

 民話、風土記の収集、展示など 

 郷土資料に関するレファレンス 

②一般コーナー機能 

③伊東市情報センタ

ー機能 

④児童コーナー機能 

⑤ティーンズコーナ

ー機能 

 

郷土資料コーナ

ー、展示スペー

スなど 

伊東文化の創造と

アーカイブ 

 市民が参加するものづくりワークショップや、子ど

もたちのワークショップの実施 

 ワークショップでつくられたものなどの保存と展

示 

②一般コーナー機能 

③伊東市情報センタ

ー機能 

④児童コーナー機能 

⑤ティーンズコーナ

ー機能 

ものづくりが可

能なファブスペ

ース※ 

地域・観光情報の

発信 

 市内の施設や企業情報を掲載したチラシやパンフ

レットの提供 

 サイネージによる観光・地域情報の発信 

③伊東市情報センタ

ー機能 

ブラウジングス

ペース 

地域産業の魅力発

信 

 マルシェなどイベントの開催 

 市名産品等の販売や、市民の作品の展示や販売 

①交流機能 

③伊東市情報センタ

ー機能 

広場、ギャラリ

ーショップなど 

※ファブスペース：デジタル工作機器・アナログ工作機器等が利用可能なものづくりスペース 

  

図 4-1 「まちのミュージアム」での活動イメージ 
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4-1-2 知との偶然の出会いを誘発する選書と配架 

伊東図書館が所蔵する、木下杢太郎、温泉、伊東の

昔話といった郷土資料に加え、観光資料、市民の活

動記録、あるいは伊東市につながる資料やそこから

連想される資料・情報は、「まちのミュージアム資料」

と位置付けます。「まちのミュージアム資料」はＮＤ

Ｃを基にした「まちのミュージアム分類」に分け、各

フロアの中心に配架します。 

通常のＮＤＣ分類資料は、フロア外周部の各コー

ナーに配架し、「まちのミュージアム資料」とゆるや

かにつなぎます。目的を持って本を探しに来た人が

いつの間にかまちに関連する本を手に取ったり、目

的を持たずに施設を訪れた人が伊東の新たな魅力を

知ったりするきっかけをつくります。 

通常のＮＤＣ分類資料と「まちのミュージアム資料」を有機的につなぐ配架を通じて、資料を

見ていくうちに利用者の興味を広げ、様々な知との出会いを創出します。 

また、課題解決に役立つ資料やビジネス関連資料など、各世代のニーズに沿った多様な資料の

収集や、時勢に即した特集展示を行います。可動書架を活用したイベント時の関連本配架、普段

本を読まない人も手に取りやすい書籍の目にとまりやすい場所への配架など、様々な人を対象に

興味や好奇心を促す工夫も行います。 

 

表 4-2 選書と配架に関するサービス 

項目 内容 拡充される機能 必要な諸室 

「まちのミュージ

アム資料」とＮＤ

Ｃ分類資料の配架 

 「まちのミュージアム資料」の収集及び中心エリア

の配架 

 ＮＤＣ分類資料と「まちのミュージアム資料」をつ

なげる配架 

②一般コーナー機能 

③伊東市情報センタ

ー機能 

－ 

多様な資料の収集  地域の課題解決となる資料の収集 

 親子向けに子育てや教育を扱った一般書の収集 

 読み聞かせ用の絵本や大型絵本、バリアフリー資料

の収集 

 参考資料、学習に役立つ資料の収集 

 多様なティーンズ向け資料の収集 など 

②一般コーナー機能 

④児童コーナー機能 

⑤ティーンズコーナ

ー機能 

 

－ 

 

場に応じた資料の

展示 

 季節のイベントや時勢に沿った図書の特集展示 

 講座、イベント時の関連本の展示・配架 

 手に取りやすい本の展示・配架 

①交流機能 

②一般コーナー機能 

④児童コーナー機能 

⑤ティーンズコーナ

ー機能 

可動書架スペー

ス 

  

  

図 4-2 「まちのミュージアム資料」を 

中心とした各フロアの配架イメージ 

 

まちの 

ミュージアム資料 

NDC分類資料 
NDC分類資料 

NDC分類資料 
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4-1-3 創造を生み出す活動と情報の一体的な提供 

施設内には、創作、学習、運動、イベントなど、市民や団体の利用目的に沿った様々な活動がで

きる場をつくります。その活動の場のそばに作品等を展示したり関連書籍を配架したりすること

で、施設を訪れる人の興味を惹きつけ、興味を持った人はすぐ本を手に取り情報を得ることがで

きます。また、ワークショップが開催される諸室の付近の書架にはその内容に関連した資料を配

架するなど、情報から得る気づきによって、活動が更に活性化される工夫を行います。 

その他、児童フロアでは読み聞かせ用の絵本や子育て支援となる資料を配架し、コワーキング

スペース※のそばにはビジネス関連資料を配架するなど、様々な目的で施設を利用する人の活動と

情報もつなぎます。 

 

※コワーキングスペース：PC 等を使って仕事ができる共有・オープン型のオフィススペース 

 

表 4-3 活動と情報の一体的な提供に関するサービス 

項目 内容 拡充される機能 必要な諸室 

多世代の活動と情

報 

 市民・団体の利用目的に沿い、活動が可能な諸室の

設置 

 大人数が参加し、世代を超えて楽しめるイベントが

実施できるホールや広場の設置 

 多世代を対象とした参加型ワークショップ等の実

施 

 講座やイベント、ワークショップ等の内容や諸室の

活動の内容に関連した資料の配架 

 視聴覚資料と視聴スペースの設置 

 気軽に入れるカフェやエントランスの整備及び各

スペース付近で手に取りやすい資料の配架 

①交流機能 

②一般コーナー機能 

④児童コーナー機能 

⑤ティーンズコーナ

ー機能 

⑥生涯学習センター

機能 

多目的室、会議

室、ホール、ワ

ークショップが

可能なスペース

など 

児童と親子の活動

の情報 

 ブックスタートの実施（乳幼児対象） 

 読み聞かせ、おはなし会、ブックトークなどの実施 

 児童向けの絵本展示 

 イベント実施時の一時保育 

 子育て支援資料の提供 

 子どもがのびのびと過ごせる公園のような空間づ

くり 

④児童コーナー機能 おはなし室、一

時的に保育が可

能なスペース、

キッズスペー

ス、広場など 

中高生の活動と情

報 

 会話が可能な学習スペースや、個人で静かに読書や

学習ができる環境の整備 

 中高生のニーズを踏まえた企画展示 

 中高生がのびのびと過ごせる空間づくり 

⑤ティーンズコーナ

ー機能 

学習室、読書室、

広場など 

一般の活動と情報  コワーキングスペースと、ビジネス関連資料の一体

的な提供 

 レファレンスサービスの実施 

②一般コーナー機能 コワーキングス

ペース 
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4-1-4 ＩＣＴによる新たな体験の提供 

ＩＣタグシステムの導入により貸出・返却や予約本受取のセルフ化を図ることで、非接触型サ

ービスを推進していきます。これにより、カウンターでの受け身的な業務に代わり、書架案内等

のクイックレファレンスやその他のフロアワーク等を充実させ、利用者のニーズに素早く対応す

ることが可能となります。さらに、施設を訪れなくても情報が得られるよう、電子図書館を活用

した非来館型サービスも提供します。 

文化財管理センターに保管されている地域の貴重な歴史資料については、高精細なデジタル撮

影を行うなど、計画的なアーカイブ化を検討します。歴史資料のデジタルアーカイブ化は、資料

を用いた講座の開催やＧＩＧＡスクールでの活用も期待され、保存という側面だけでなく、オン

ラインで公開することにより、地域の歴史を後世に語り継ぎ世界へ発信することにも貢献します。 

また、ワークショップ等が実施できるスペースには、利用者自身が自由にクリエイティブ活動

を行えるよう、デジタル工作機器の設置を検討してまいります。 

Ｗｉ-Ｆｉなどのインターネット利用環境を整えるのはもちろんのこと、座席をスムーズに使用

できる座席管理システムの導入、視覚的に情報が得やすいデジタルサイネージを設置するなど、

最新の技術をうまく活用しながら、誰もが使いやすい施設環境をつくります。 

 

表 4-4 ＩＣＴに関するサービス 

項目 内容 拡充される機能 必要な諸室 

ＩＣタグシステム  ＩＣタグシステム導入による貸出・返却・予約本受

取のセルフ化及びフロアワーク等の充実 

 回遊性を保つＩＣタグシステム関連機器の設置 

⑦ＩＣＴ機能 － 

電子図書館  非来館型、非接触型のサービスの提供 ⑦ＩＣＴ機能 － 

地域資料のデジタ

ルアーカイブ 

 文化財管理センターと連携した、市の文化財及び歴

史資料のデジタルアーカイブ化 

 デジタルアーカイブ資料の展示、公開 

③伊東市情報センタ

ー機能 

⑦ＩＣＴ機能 

－ 

デジタル工作機器  ファブスペース内へのデジタル工作機器や、デジタ

ルコンテンツの制作等が可能なＰＣ等の設置 

⑥生涯学習センター

機能 

⑦ＩＣＴ機能 

ファブスペース 

デジタルサイネー

ジ 

 観光・地域情報を提供するデジタルサイネージなど

の情報発信機器の設置 

③伊東市情報センタ

ー機能 

⑦ＩＣＴ機能 

－ 

座席管理システム  管理が必要と思われる閲覧席、学習室の座席管理シ

ステムの導入 

⑦ＩＣＴ機能 － 

インターネット利

用環境等整備 

 館内でのＷｉ-Ｆｉ利用環境の整備 

 ＰＣやタブレット端末等の情報収集手段の提供 

 オンラインデータベースの提供 

⑦ＩＣＴ機能 インターネット

利用コーナー 

 

4-1-5 その他のサービス 

現在の図書館で実施している障がい者サービスに加え、市に住む外国人や市を訪れる観光客・

旅行客を対象とした資料も収集するなどの多文化サービスも取り入れるほか、ユニバーサルデザ

インの考え方をソフト面にも取り入れてサービスを提供し、誰もが使いやすい図書館を目指しま

す。  
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表 4-5 その他のサービス 

項目 内容 拡充される機能 必要な諸室 

障がい者サービス  録音図書、点字図書、バリアフリー図書の充実 

 音声読み上げ機能等、読書バリアフリーに対応した

電子図書館の導入 

 大活字本、点字付き絵本の収集 

 音声拡大読書器「よむべえ」の設置 

 朗読サービスの提供 

－ 対面朗読室 

多文化サービス  伊東市に住む外国人のための、多言語資料の収集 

 生活情報や語学に役立つ、分かりやすい日本語資料

の提供 

 世界各国の絵本の収集 

－ － 

 

4-2 市全域のサービス 

基本構想で検討した市全域のサービスは、実施に向けて十分な検討を続け、新図書館開館時、

あるいは開館後の将来的なサービス拡充に備えて計画します。また、アウトリーチ等の地域に広

くサービスを届ける検討を行う一方で、市全体での効率的な運用についても検討を行い、大原児

童図書館の新図書館への機能統合なども検討していきます。 

また、新図書館の閉架書庫に、現在市役所に保管されている公文書の一部を移管し、歴史的公

文書のアーカイブ機能も備えることも検討します。 

 

表 4-6 市全域のサービス 

項目 内容 拡充される機能 必要な諸室 

サテライト  遠隔地域での予約本受取、返却ポスト等設置の検討 － － 

アウトリーチ  移動図書館車などを利用したイベントや、資料配送

などの検討 

－ － 

地域連携  県立図書館及び県内図書館との資料提供等の連携

や、読書活動推進のための連携 

 市内他施設、市内教育・保育機関や市他部署との連

携 

 市内で開催する各種イベント等と連携した取組み

の推進 

－ － 

アクセス強化  平面で入りやすく、十分な台数の駐車場の確保 － － 

情報発信  図書館だよりや広報いとう、ホームページ、ＳＮＳ

など様々な媒体を通した情報発信 

－ － 

学校連携  市内小中学校、高等学校、幼稚園、保育園など教育・

子育て機関への団体貸出 

 調べ学習の支援 

 施設見学や職場体験などの受入れ 

 出張講座などの実施 

－ － 

大原児童図書館  施設老朽化のため閉館を検討 － － 

歴史的公文書の保

存 

 現在市役所に保管されている公文書の閉架書庫へ

の移管 

③伊東市情報センタ

ー機能 

－ 
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5 施設整備計画 

5-1 フロアコンセプト 

「4 サービス計画」を踏まえ、「3-3-2「まちのミュージアム」を軸としたフロア構成」で想定し

た４層それぞれのフロアコンセプトを以下のとおり設定します。 

１階は、資料の浸水被害を防ぐために大部分を駐車場とし、大通りに面する場所は誰もが入り

やすいカフェやショップなどを設置します。 

また、２階以上のメインフロアへ外部からスムーズにアクセスできるよう、１階の駐車場を立

体的に覆う通路を整備します。駐車場を覆う際は景観に配慮して丘のような形状とし、丘の上に

は子どもが遊べる広場も整備します。 

２階は、諸室の中でも特にアクティブな機能を配置し、丘からの連続性を活かしたエントラン

スにより、様々な人が気軽に訪れて施設の活動に触れることができるよう整備します。 

３階は、２階の賑やかな雰囲気を汲み、子どもや親子がのびのびと過ごせる空間とします。ま

た、児童と一般の両方とのつながりを感じつつもある程度独立した空間として、児童図書エリア

から少し離れた場所に中高生がグループや個人で学習できる空間を整備します。 

４階は、落ち着いて利用できるフロアとして、一般資料と郷土資料をメインに配架します。な

お、前述のとおり、施設全体を縫うように「まちのミュージアム」を配置し、フロア毎に各機能の

融合を図ります。 

 

知と文化を集積し活用するフロア 

一般資料と郷土資料をメインとし、講座等が開催できるスペースも兼ね備えた、

様々な知が集積し好奇心を促す場 

諸室例）一般資料、郷土資料、活動室、会議室、コワーキングスペースなど 

 

成長と好奇心のフロア 

子どもを中心とした親子が過ごしやすい場、中高生の活動と学びを支援する場 

諸室例）児童書、絵本、おはなし室、一時的な託児スペース、ティーンズ資料、学習室など 

 

丘とつながる創造のフロア 

公園や広場とつながるエントランス及びアクティブな活動と書籍が融合する創造

の場 

諸室例）活動室、ホール、ファブスペース、可動書架など 

 

施設の顔となる憩いのフロア 

観光を含む「まちの情報」を発信し、カフェ・ショップなどの誰もが親しめる憩

いの場 

諸室例）カフェ、ギャラリーショップなど 

  

４F 

３F 

１F 

２F 
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5-2 諸室の考え方 

新図書館では、従来の図書館機能に加え、生涯学習機能や市民ニーズに応える新たな機能に供

する諸室も必要となることから、それぞれの機能に必要な諸室・スペースの用途や役割を以下の

とおり整理します。また、用途の類似する諸室の統合や多目的化を通じて機能融合を進め、施設

としての一体感の創出やわかりやすいサービス提供を目指します。 

 

5-2-1 従来の図書館機能 

従来の図書館機能に必要な諸室やスペースは基本構想での検討内容を基に、「4 サービス計画」

の内容も踏まえて整理します。開架スペースにはゆとりを持たせ、低い書架を採用することで空

間の見通しの良さを保ちます。また、各スペースにはそれぞれの空間に適した家具を配置し、施

設のどこにいても過ごしやすい空間をつくります。また、託児スペースはイベント時の一時的な

利用を見据えていることから、キッズスペースとの統合によるスペースの有効活用を検討します。

インターネット利用についても、専用のコーナーを設けず、タブレット端末を提供することで、

館内のどこでもインターネットやオンラインデータベースが利用できる環境を目指します。 

表 5-1 従来の図書館機能に必要な諸室・スペース 

諸室・スペース名 主な用途 備考 

一般開架・閲覧スペース 一般資料の配架、閲覧  低書架の設置 

 部分的な可動書架の設置 

 資料や作品の展示スペースなど 

ティーンズ開架・閲覧スペース ティーンズ向け資料の配架、閲覧 

郷土資料開架・閲覧スペース 郷土資料の配架、閲覧 

学習室 個人学習  静かに学習や読書が可能 

グループ学習室 グループによる学習や研究など  会話をしながら学習が可能 

新聞・雑誌コーナー 新聞・雑誌の配架  新聞、雑誌専用書架 

ブラウジングスペース 新聞や雑誌、観光情報等の閲覧  くつろげる家具の設置 

視聴覚資料コーナー 視聴覚資料の配架、視聴 
 その場で視聴が可能な仕様 

 タブレット等の設置 

インターネット利用コーナー 
インターネット・オンラインデータベー

スの利用 

 館内のどこでも利用可能なタブ

レット端末の提供による代用 

対面朗読室 
読書にハンディキャップがある方とそ

の関係者、支援者 
 仕切られた部屋 

予約本コーナー 予約本の受取  BDS ゲートや自動貸出機の設置 

展示コーナー 作品等の展示 
 壁掛けなどの作品展示が可能な

仕様 

児童開架・閲覧スペース 絵本の配架、閲覧 
 低書架の設置 

 資料や作品展示スペースなど 

おはなし室 おはなし会の開催、読み聞かせ 
 イベントがない場合は児童閲覧

エリアとしても活用が可能 

託児スペース イベント時の一時的な託児 
※キッズスペースとの統合を検

討中 

キッズスペース 子どもが遊びながら過ごせる場所  玩具の設置等 

事務室・会議室 管理運営 － 

閉架書庫・作業スペース 資料保管、歴史的公文書保管 

 電動書架 

 書籍と歴史的公文書保管の双方

が保管可能な仕様 

移動図書館書庫・駐車スペース ともだち号の管理運営  ともだち号と搬入用の２台分 
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5-2-2 生涯学習機能 

新図書館の生涯学習機能を有する諸室は、現在の伊東市生涯学習センター中央会館の諸室構成

を基に、使用率や主な用途を踏まえてスペースを最大限有効活用できるよう工夫します。 

運動や音楽活動での利用が活発なことから、新図書館では防音又は吸音機能を備えた「活動の

部屋」２室に加え、防音機能を備えた「小ホール」を設置し、多目的な利用が可能な設えとするこ

とで、従来の活動はもちろん、新たに生まれる活動にも対応します。また、静的な活動に対応する

会議室を３室設置し、うち２室を連結して１室としても使用可能な設えとすることで、小規模な

グループでの気軽な利用や中規模の会議等に柔軟に対応します。 

使用率の低い和室は１室に統合し、従来よりも自由度の高い利用が可能な設えとすることで、

様々な用途での利用促進を検討します。同じく使用率の低い美術工芸室の後継として「ファブス

ペース」を設置し、デジタルコンテンツの制作が可能なパソコンや電子工作機器等も併せて提供

することで、多様なクリエイティブ活動を支援します。 

また、ギャラリーを設置し、様々な活動内容や成果を発表・発信する場を提供します。 

 

表 5-2 生涯学習機能に必要な諸室 

現在の伊東市生涯学習センター中央会館 新図書館の生涯学習機能を有する諸室 

諸室名 面積 主な用途 諸室名 想定される用途 仕様等 

視聴覚室 115 ㎡ 

（倉庫等：23 ㎡） 

会議、音楽

活動 

小ホール 音楽活動、ダン

ス、太極拳、ヨ

ガ、講演 

 140 席程度 

 防音 

 第 1 会議室 141 ㎡ ダンス、太

極拳、ヨガ、

講座 

活動の部屋 1 講座・講演、絵

画、生け花、会議 

 最大 100 人程度収容 

 防音又は吸音 

美術工芸室 113 ㎡ 

（倉庫等：36 ㎡） 

絵画、生け

花 ファブ 

スペース 

工芸、創作活動  ＰＣ、電子工作機器等を設

置 

第 2 会議室 52 ㎡ 会議、絵画 少人数でのグループ活動促進に向け、第２研修室と合わせて小

規模な会議室を 2 室設置 

第 1 研修室 53 ㎡ 会議、工芸 会議室 1 会議、絵画  30 人程度の会議を想定 

第 2 研修室 35 ㎡ 工芸、俳句・

短歌 

会議室 2・3 会議、俳句・短歌  10 人程度の会議を想定 

 連結して１室としての使用

にも対応 

第 1 和室 57 ㎡ 

（8+6 畳） 

茶道 和室 茶道、俳句・短歌、 

新たな活動等 

 従来よりも自由度の高い活

用が可能な設え 

第 2 和室 33 ㎡ 

（10 畳） 

俳句・短歌 現在の使用率の低さを踏まえて第 1 和室に統合 

展示兼トレ

ーニング室 

98 ㎡ 

（倉庫等：28 ㎡） 

ダンス 活動の部屋 2 ダンス、太極拳、

ヨガ、会議 

 最大 50 人程度収容 

 防音又は吸音 

ギャラリー 展示  写真・絵画や工芸品等の展

示を想定 

 

5-2-3 新たな機能等 

新図書館の新たな機能として、カフェやショップ、コワーキングスペース等を設置します。ま

た、ユニバーサルデザインの観点から、誰もが使いやすい施設となるよう共用部分を整備し、屋

外にはイベントを開催したり子どもが遊んだりできる機能の付加も検討します。  
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表 5-3 新たな機能等に必要な諸室 

諸室・スペース名 主な用途 仕様等 

カフェ カフェ利用、カフェ内での読書 － 

ショップ ギャラリーショップ － 

コワーキングスペース 仕事や勉強等  PC 作業が可能な机や椅子の設置 

トイレ（一般・児童）・授乳

室等 

子育て世代を含む、全ての人が使いや

すいもの 
 児童用、多目的トイレの設置 

エントランス・エレベータ・

階段等 
明るく入りやすいエントランス 

 ユニバーサルデザインへの対応 

 効率的な動線 

屋外広場、公園 
イベントの開催、子どもが屋外で遊ぶ

場所 

 キッチンカー等大型車両も停車でき

るスペース 

 遊具の設置 

 

5-3 蔵書規模目標 

基本構想では蔵書の収容冊数 33.3 万冊程度、うち児童書 25％、閉架割合 50％を目安としました。 

本計画においては、この目標を踏襲しながらも、伊東市情報センター機能として、伊東市の知や

歴史の集積と活用を目指すことから、今後、歴史的公文書についても閉架書庫に保管していくこと

も想定し、基本構想で想定していた数値を見直し、閉架割合について最大 60％程度までの余裕を持

たせることとします。 

 

新図書館の蔵書目標 

収 容 冊 数 33.3 万冊（うち児童書 83,250 冊） 

開架：閉架割合 40％：60％（閉架に歴史的公文書含む） 

 

5-4 ＩＣＴ計画 

5-4-1 ＩＣタグシステム 

(1) ＩＣタグシステム導入による効果 

ＩＣタグシステムとは、ＩＣチップの埋め込まれたタグ（ＩＣタグ）を図書館資料に貼付し、そ

の情報をリーダライタによって読み書きすることで管理運営を行うシステムです。ＩＣタグシス

テムは従来のようにバーコードを読み取る必要がなく、非接触で同時に複数処理できる等の特徴

を持ちます。 

特に、新図書館のように複数機能を有し、回遊性に富む施設の場合、ＩＣタグシステムによっ

て施設内全体で貸出し処理なしで自由に資料を持ち運ぶことが可能となり、施設内の融合性や回

遊性を高めることができます。 

さらに、貸出・返却処理や予約本受取といった手続のセルフ化が実現され、利便性の向上と利

用者のプライバシー保護に加え、管理運営業務の大幅な効率化による専門的サービスへの人員の

投入が期待されるほか、資料の紛失、盗難などの防止に大きな効果があります。 
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(2) ＩＣタグシステム関連機器 

ＩＣタグシステム導入のためには、図書に貼付するＩＣタグ以外に自動貸出機、自動返却機、

予約受取棚、持出し防止のためのＢＤＳゲートなどの関連機器が必要となります。 

 

表 5-4 ＩＣタグシステム関連機器一覧（想定） 

項目 内容 

自動貸出機 利用者自身による貸出し処理を可能とする機器 

自動返却機 利用者が資料を投入すると、自動的に返却処理が行われる機器 

予約受取棚 予約本を集約して配架し、利用者自身が自分の予約本を簡単に探し出し

て貸出しできるように予約照会機等も併せて設置 

ＢＤＳゲート 貸出し未処理の資料の持出しを防止するゲート 

蔵書点検用ハンディ 資料を配架した状態のままでＩＣタグを素早く読み取り、短時間での蔵

書点検を可能とするハンディ端末 

その他 カウンターや事務室等でのＩＣタグの処理を可能とする端末 

※現図書館の蔵書及び今後購入する図書へのＩＣタグ貼付が別途必要 

 

(3) 機器配置計画 

利用者の利便性と管理の効率化のため、ＩＣタグシステムを市民が最大限活用できるよう、関

連機器は使いやすい位置への設置が重要となります。ＩＣタグシステム関連機器と、利用動線・

管理動線の関係性に鑑み、以下の方針で配置します。 

 

ＩＣタグシステムに関する機器の配置方針 

自動貸出機：利用者が本を借りるために、本を手にとった書架から出口までの間の視認性の

高い位置に設置し、かつ有人カウンターはその動線以外に設置する。 

自動返却機：利用者はこれまで借りていた資料の返却処理をしてから、貸出・予約本受取を

行うことが多いため、エントランスから近い視認性の高い位置とする。 

返却本は適宜、管理者が回収の上、バックヤードで処理を行う必要があるため、

バックヤードへの動線も配慮する。 

※有人カウンターは貸出・返却処理などの業務は行わず、レファレンスや利用者登録などに特

化し、機器との役割分担を明確化の上、そのことが分かるようサインなどにも留意する。 

予約受取棚：予約本は人気の高い資料が多いため、持出しなどがされないよう、ゲートでの

入退室管理ができる部屋に配置することが望ましい。 

管理者が予約本を予約受取棚に並べる作業があるため、バックヤードとの動線

に配慮する。 

予約受取棚設置による利便性の向上により、予約本受取だけを行う利用者も多

数想定されるため、視認性が高く、エントランスなどに近い位置への設置が望

ましい。 

ＢＤＳゲート：施設内回遊性を図るため、施設のメインエントランスにのみ設置することが望

ましい。 
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図 5-1 ＩＣタグシステム導入に伴う利用者・管理者の動線イメージ 

 

5-4-2 その他のＩＣＴ機器 

「4 サービス計画」や「5-2 諸室の考え方」で整理したサービス内容や諸室構成を踏まえ、ＩＣ

タグシステム関連機器以外で必要なＩＣＴ機器として、座席管理システムやＷｉ-Ｆｉ等の快適な

施設利用を実現するための機器類、タブレット端末やデジタルサイネージ等の情報収集・発信に

役立つ機器類、ファブスペースで活用するデジタル工作機器等が考えられます。 

 

表 5-5 その他のＩＣＴ機器一覧（想定） 

項目 内容 

座席管理システム 利用者自身がＷｅｂから簡単に座席を予約できるシステム 

デジタルサイネージ 館内情報やイベントの開催情報、観光情報等を発信する機器 

オンラインデータベース 新聞記事検索、雑誌記事見出し検索、クラシック音楽等の視聴が可能なオン

ラインデータベース等 

ＰＣ・デジタル工作機器等 デジタルコンテンツの制作に利用可能なＰＣやアプリケーション、デジタル

工作機器等（ファブスペースへの設置を想定） 

タブレット端末 Ｗｅｂサイトやオンラインデータベースを通じた情報収集・音楽視聴等が可

能なタブレット端末（館内貸出を想定） 

Ｗｉ‐Ｆｉ 利用者自身の端末での情報収集等を可能とする通信環境 

読書記録通帳機 読んだ本のタイトル等を銀行通帳のように印字し、読書記録として蓄積可能

な機器 

デジタルアーカイブ事業 郷土資料の高精細な画像等のデジタル資料の制作及びオンラインでの公開 

その他関連事業 ＩＣＴ機器類を活用したクリエイティブなイベント等の開催 

  

書架

自動貸出機

カウンター

自動返却機
（ブックポスト）

予約棚
（自動貸出機有）

自動返却機
（ブックポスト）

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

ICタグシステム
関連機器

管理スペース その他 エントランス
利用者動線 管理者動線

搬
入

レファレンス

エントランス
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5-5 施設規模目標 

「4 サービス計画」「5-2 諸室の考え方」「5-3 蔵書規模目標」を踏まえ、全体の延床面積 5,000

㎡の内訳について、以下の面積を目標にゾーニング及び基本設計に反映していきます。 

 

表 5-6 新図書館の施設規模 

  

面積 収容冊数
※ 備考

一般開架・閲覧スペース 600㎡ 66,000冊 80席

ティーンズ開架・閲覧スペース 130㎡ 10,000冊 30席

地域・参考資料開架・閲覧スペース 230㎡ 10,000冊 40席

学習室 160㎡ － 80席

グループ学習室 80㎡ － 6席×4部屋程度

新聞・雑誌コーナー 20㎡ － －

ブラウジングスペース 70㎡ － ラウンジ等含む

視聴覚資料コーナー 40㎡ （3,500点） 10席

対面朗読室 20㎡ － －

予約本コーナー 20㎡ － BDSゲートや自動貸出機の設置

トイレ・廊下・階段等 380㎡ － －

一般図書エリア計 1,750㎡ 86,000冊

児童開架・閲覧スペース 500㎡ 47,000冊 50席

視聴覚資料コーナー 30㎡ （1,500点） 10席

おはなし室 50㎡ － 20人程度

キッズスペース 50㎡ － 15人程度※託児スペースと併用検討

トイレ・廊下・階段等 320㎡ － 児童用トイレ・授乳室の設置

児童図書エリア計 950㎡ 47,000冊

事務室 150㎡ － 30人程度

会議室・休憩室・ロッカー 100㎡ － －

閉架書庫・作業スペース 350㎡ 200,000冊 －

設備スペース 250㎡ － －

トイレ・廊下・階段等 50㎡ － －

バックスペース等計 900㎡ 200,000冊

3,600㎡ 333,000冊

小ホール 230㎡ － 140席、防音

会議室1 60㎡ － 30人程度の会議を想定

会議室2 25㎡ － 10人程度の会議を想定

会議室3 25㎡ － ※会議室２と同様、連結使用想定

活動の部屋1 140㎡ － 最大100人程度収容、防音又は吸音

活動の部屋2 100㎡ － 最大50人程度収容、防音又は吸音

和室 40㎡ － 8畳程度+水屋等想定

ファブスペース 100㎡ － 50席、PC、電子工作機器等を設定

ギャラリー 50㎡ － 写真・絵画や工芸品を展示

トイレ・廊下・階段等 230㎡ － －

1,000㎡

カフェ・ショップ 200㎡ － 厨房・バックスペースを含む

コワーキングスペース 50㎡ － PC作業が可能な机や椅子の設置

トイレ・廊下・階段・エントランス等 150㎡ － －

400㎡

5,000㎡ 333,000冊

※視聴覚資料点数は収容冊数の合計に含めない

諸室名

従

来

の

図

書

館

機

能

一

般

図

書

エ

リ

ア

児

童

図

書

エ

リ

ア

バ

ッ

ク

ス

ペ

ー

ス

等

従来の図書館機能計

生

涯

学

習

機

能

生涯学習機能計

新

た

な

機

能

等

新たな機能等計

合計
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5-6 ゾーニング及び配架方針 

5-6-1 ゾーニング 

これまでの検討を踏まえ、各フロアのゾーニングを設定します。 

新図書館では施設全体の回遊性や新たな出会いを創出するため、従来の図書館機能や生涯学習

機能の諸室を各フロアに分散配置します。「5-1 フロアコンセプト」で設定した各フロアのコンセ

プトに従い、諸室間の関係性や外部との連続性、利用者の動線も踏まえて配置することで、わか

りやすさや使いやすさに配慮します。 

様々な活動の連鎖や機能融合を促進するため、諸室はオープンスペースを基本としますが、学

習室・コワーキングスペースや小ホール等は閉じられた空間とすることで、周囲の音の影響を抑

制し、活動に集中できる環境を整えます。 

また、効率的な管理運営に向け、利用者動線とは別に管理者動線を確保し、各フロアのバック

スペースをまとめて配置します。 
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図 5-2 ゾーニングイメージ 

  

凡例

生涯学習機能 従来の図書館機能 利用者が入れるスペース 管理・事務スペース

閉架書庫
（約20万冊）

事務室

一般開架・閲覧スペース

対面
朗読室

学習室
・

コワーキング
（40席）

グループ
学習室
（12席）

活動の部屋1
（100席）

会議室2
（10席）

会議室3
（10席）

郷土資料開架・閲覧スペース

４F

３F

２F

１F

グループ
学習室
（12席）

キッズスペース

おはなし室
（20人）

託児
スペース
（15人）

視聴覚
スペース
（10席）

電気室

学習席
（40席）

会議室1
（30席）

児童開架・閲覧スペース

ティーンズ開架・閲覧スペース
児童用トイレ
授乳室

事務室

会議室 休憩室

ロッカー

視聴覚
スペース
（10席）

雑誌・新聞コーナー

ブラウジングスペース
ブックポスト

エントランス 丘からの入口

屋根付き屋外広場

駐車場小ホール
（140席）

搬入・倉庫

ホール
控室

活動の部屋2
（50人）

ギャラリー

ファブスペース
（50席）

事務室

機械室

予約棚
（約2,500冊）

移動図書館
駐車場・倉庫
（2台）

消火設備室

受水槽室 作業スペース ブックポスト

駐車場
（1・2階合計で100台以上）

休館日も利用可能

エントランス

ギャラリー

カフェ

ショップ

統合を検討近接

絵本近接

テイクアウト利用も検討

街への顔となる街からのアクセス

作ったものの展示

搬入動線

[close] [open] [close] [open]

和室
（20席）

カウンター

カウンター

カウンター

諸室の関係 管理動線
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5-6-2 配架方針 

新図書館では、目的を持って訪れた人が必要な資料にたどり着けること、目的を持たずに訪れ

た人が思わず本を手に取るような工夫を行うこと、また、様々な理由でこの施設を訪れる人々が

伊東の魅力に自然と触れることができることを重視して配架を計画します。この考え方を基本と

しながら、「まちのミュージアム資料」については、縦方向に各フロア及び施設全体をつなぐ幹と

して、横方向に全資料とつながる枝として位置付けます。郷土資料や観光資料、また伊東市につ

ながる資料、そこから連想される資料・情報である「まちのミュージアム資料」は、図 5-4 に記

載のＮＤＣを基にした「まちのミュージアム分類」に分け、ＮＤＣ分類資料との関連をつくりま

す。そして、書架を見ていくうちに利用者の興味の広がりや気づきが生まれるよう、ＮＤＣ分類

資料と「まちのミュージアム資料」がつながる配架を行います（図 5-3）。 

 

 

図 5-3 資料の配架イメージ 

 

また、各フロアでの配架は「5-1 フロアコンセプト」及び前述のゾーニングを踏まえて計画して

いきます。 

２階は、小ホール、活動の部屋、ファブスペース等で実施される芸術活動・スポーツに関連する

分類等を部分的に配架します。また、多世代が使いやすいフロアになるよう、可動書架などを活

用し、企画展示やイベント関連資料、ティーンズ資料等も配架します。 

３階は、児童書を中心とした配架を行い、グループ学習室付近にティーンズ資料、おはなし室

付近には親子に向けて子育て支援資料や生活に関わる資料を部分的に配架します。 

４階は、一般書を中心とし、参考資料、郷土資料、貴重資料などを配架し、学習室、コワーキン

グスペース付近にはビジネス資料やデータベースなど関連した資料等を配架します。また、ＮＤ

Ｃ分類資料と「まちのミュージアム資料」をつなぎ、それぞれの興味に応じて相互に行き来がし

やすい配架とします。 

なお１階のカフェ内にも、様々な分類から集めた手に取りやすい資料を配架します。 
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図 5-4 ＮＤＣ分類と「まちのミュージアム分類」の関連（イメージ） 

  

0 自治体史、木下杢太郎、温泉、行政資料など従来
の郷土資料

総記

伊豆を含む観光資料から旅に役立つアウトドア関
連資料まで
（※市内神社など信仰にもつながる観点から）

伊東祐親、三浦按針など伊東にまつわる歴史人物
が活躍した時代に関連する資料

市民活動の記録や館内の創作スペースで作成した
成果物など

ジオパーク関連資料のほか、海、山などに関連す
る資料など

伊東市の生活ガイド、伊東にゆかりのある建築資
料、健康関連資料、グルメ関連資料など

伊東の産業や特産物に関連する資料など

伊東にゆかりのある芸術家などの関連資料のほか、
関連するアート資料、スポーツ関連資料など

メドウェイ市、リエティ市、イスマイリ州といっ
た友好都市、友好交流都市の関連資料のほか、
その国の言語、文化を知ることができる資料など

伊豆全体に関連する作家や文学系資料

伊東図書館作成の昔話絵本や伊東にゆかりのある
作家の絵本など

『あまんちゅ！』など伊東を舞台にした漫画及び
関連するカルチャー系資料など
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芸術

言語

文学

児童書全般

ティーンズ資料

NDC分類

郷土資料・閉架資料

まちのミュージアム分類（案）
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5-6-3 全体イメージ 

これまで検討してきた内容を総合した全体的なイメージは以下のとおりです。 

 

図 5-5 施設の全体イメージ 

イベント 
関連 

4F 知と文化を集積し活用するフロア 

3F 成長と好奇心のフロア 

2F 丘とつながる創造のフロア 

1F 施設の顔となる憩いのフロア 

まちの 
ミュージアム資料 

NDC 
一般 

NDC 
一般 

NDC 
一般 

NDC 
一般 

まちの 
ミュージアム資料 

まちの 
ミュージアム資料 

NDC 
児童 

NDC 
一般 

NDC 
ティーンズ 

NDC 
一般 

手に取りやすい資料 

NDC 
児童 

NDC 
ティーンズ 

NDC 
ティーンズ 

活動の部屋 

小ホール 

事務室 

ギャラリー 
ファブスペース ブックポスト 

メインエントランス 

広場 

子どもがのびのびと
過ごせる広場 

マルシェ等の開催が
可能な 
屋根付き屋外広場 

カフェと階段でつながる
ブラウジングスペース 

屋外広場 

可動書架などを活用した 
イベント等に関連する 
資料の配架 

カフェテラス席 

バックスペース 

予約棚 

ショップ・ギャラリー カフェ 

ブックポスト 

エントランス 

会議室 

活動の部屋 

学習席 
事務室 

おはなし室 

キッズスペース 

活動の部屋 

グループ学習室 

学習室・コワーキング
スペース 

閉架書庫 

事務室 

和室 

壁面を使用したまちの
ミュージアム資料など
の展示 
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6 管理運営計画 

6-1 開館時間・休館日 

現施設の開館時間を踏まえ、新図書館では施設全体の開館時間を９～21 時と想定します。また、

レファレンス等の専門的な図書館サービスは 19 時までとし、19 時以降はＩＣタグシステムを活用

した資料のセルフ貸出・返却や諸室の利用のみとすることで、夜間も図書館の基礎サービスを効率

的に提供することが可能となり、今まで図書館を使いたくても使えなかった層の利用を促すことが

できます。 

さらに、多様なライフスタイルの方々の利用を促すために、現施設では休館日としている月曜・

祝日の開館を検討します。 

 

表 6-1 開館時間・休館日 

項目 現施設 新図書館（想定） 

開館時間 
図 書 館 9:30～18:00 

生涯学習センター 9:00～22:00 
9:00～21:00※ 

休館日 
月曜、祝日、年末年始 

館内整理日、蔵書点検期間 
年末年始、館内整理日、蔵書点検期間 

※専門的な図書館サービスは 19：00 までとし、19：00～21：00 は自動貸出機・返却機・予約受取棚等による 

セルフ貸出・返却や諸室の利用のみを想定 

 

6-2 管理運営体制 

新図書館では既存の図書館サービスに加え、生涯学習に関するサービスや新たなサービスを提供

します。また、5,000 ㎡と現図書館の面積の約５倍の広さとなるため、それらを踏まえた管理運営

体制を構築する必要があり、効率的な運営を実現するための検討が必要です。 

本計画では４フロアとしたことにより、最大５フロアを想定していた基本構想策定時よりも管理

運営体制の効率化を図ることが可能となり、それに加え、ＩＣタグシステムの適切な活用による最

大限の効率化を図ります。 

 

表 6-2 管理運営体制別の人件費の比較（想定） 

運営方式 項目 現図書館※１ 

新図書館 

基本構想時 

5 フロア想定 

新図書館 

本計画 

４フロア想定 

新図書館ＩＣ導入 

本計画 

4 フロア想定 

直営 
人員体制（人） 9.8 63.4 56.3 45.8 

人件費（千円） 43,555 210,000 203,000 192,400 

民間活力の 

活用による運営 

人員体制（人）  52.5 46.2 35.7 

人件費（千円：

10％税込※２） 

 
196,000 174,000 139,000 

※１ 平成 31 年度伊東市図書館費より 

※２ 指定管理料・委託料支払いには消費税がかかるため  
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7 事業計画 

7-1 開館までの事業スケジュール 

基本設計を令和４年３月、実施設計を令和４年 11 月までに完了し、令和５年度からは建築工事

と並行して、具体的な開館準備を開始します。図書館システムのリプレースの時期や、移転作業

の時期を見据え、遅くとも令和６年９月には現図書館を閉館し、令和７年１月の開館を目指しま

す。それに当たり、開館までに必要な準備を以下のように計画します。 

 

表 7-1 事業スケジュール一覧（案） 

  

R4年度 R5年度 R6年度

12 1

詳細検討 設計 開館準備 図書館システム関連 工事

詳

細

費

用

運営費用概算の精査

ICタグ貼付費用の精査

新刊用図書購入費用の精査

ICT費用の精査

移転費用の精査

代替サービスにかかる費用の精査

管

理

運

営

体

制

具体的な管理運営体制を検討し、内容・費用面

から直営／民間活力の活用によるメリット・デ

メリットを検証

新運営体制による立ち上げ

家具、什器、ICT化に係る設備等の配置の検討

開

館

準

備

移転作業のコスト算出とスケジューリング

移転期間中の代替サービスの検討と実施

I

C

T

計

画

ICT計画詳細の作成

ICタグ貼付計画の精査

旧図書館図書へのICタグ貼付

システム再リース

システムリプレース

蔵書構成、配架骨子、収集・選書方針の検討を

踏まえた配架計画骨子の作成

蔵書冊数の調整

配架計画詳細の作成

資料購入・除籍の方針決定とシミュレーション

新刊図書購入計画の精査

新館用図書購入

現図書館閉館

代替サービス開始

移転作業

新図書館開館

詳

細

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

サ

ー

ビ

ス

検証等を通じた実際に行うサービスの検討

サービス詳細精査とかかる費用の精査

サービス詳細検討に伴う諸室構成の調整

蔵

書

計

画

10 1 4 7 10

全

体

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

基本設計

実施設計

工事

開館準備

項目
R3年度

1 4 7 10 1 4 7
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7-1-1 サービス内容の詳細検討 

本計画で策定したサービス内容及びそれにかかる費用について、更に検証を進めます。これは

計画策定後から具体的な開館準備の始まる令和５年度まで継続して行います。 

また、導入するカフェの運営内容等については、実施設計期間中に詳細な検討を進め、設計に

反映していきます。 

 

7-1-2 蔵書計画の詳細検討 

本計画で策定した配架については令和４年度中に詳細を検討し、新館用の図書購入を開始する

令和５年度までに確定していきます。 

 

7-1-3 ＩＣＴ計画 

ＩＣタグシステムを含むＩＣＴ計画については、機器など設計に反映させるために令和４年度

の実施設計期間に詳細を確定します。 

現行図書館システムの更新時期を令和４年９月に控えていますが、ＩＣタグシステムを運用し

た令和７年１月の新館開館時期とずれてしまうため、現行図書館システムリースの２年延長を見

据え、令和６年９月の現行図書館閉館に向け、システムの入替えとＩＣタグシステム導入を実施

することを検討します。 

また、現行図書館資料へのＩＣタグの貼付は令和５年度後半から開始し、開館しながら貼付作

業を実施する予定ですが、令和５年度に新館用の図書購入を実施する前までに図書に貼付するＩ

Ｃタグの仕様を確定させておくことで、新規購入図書についてはＩＣタグを貼った状態で収集し、

タグ貼付作業の効率化を図ります。 

 

7-1-4 管理運営体制の詳細検討 

これまで計画してきたサービス内容を実現するための管理運営体制の詳細を令和３年度中に確

定していきます。併せて直営／民間活力の活用による運営などについてもメリット・デメリット

を検証し、市民にとって最も良い在り方を検討します。また運営体制を反映させた設計とするた

め、令和４年度の実施設計期間中にも詳細な内容検討を図り、設計との整合性を実現します。 

 

7-1-5 開館準備の詳細検討 

現図書館の閉館から令和７年１月の開館に向け、図書の梱包から搬出・搬入・配架までのスケ

ジュールを令和４年度中に確定します。またその間の代替サービスについては現図書館を一部閉

鎖して窓口のみの対応とする、新たにテナントなどを借りる等の検討をします。 
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7-1-6 詳細費用の精査 

これら開館までにかかる全ての業務に対しての費用の精査を業務実施の前年までに行い、開館

までに毎年必要な費用の予算化を図ります。 

 

7-2 事業費概算 

本計画で策定した内容についての今後の事業費概算費用は以下となります。 

建設工事費を始めとする施設整備の総事業費は 3,182,000 千円で、開館後、毎年必要な運営費

用については、直営の場合は 283,000 千円、民間活力を活用する場合は 229,000 千円と試算して

います。 

なお、今後、詳細な事業内容を決定していく中で、補助金等の活用を見据えつつ、事業費の縮減

を目指してまいります。また、開館準備費用については今後、内容を精査の上、費用を算出してい

きます。 

 

表 7-2 概算事業費（想定） 

 

１　諸条件 内容 備考

①収容冊数 33.3万冊

②延床面積 5,000㎡

③開架率 40%

２　総事業費 金額（千円） 備考

①建設工事費（建物・外構・駐車場含む） 2,510,000 基本構想時の試算結果を基に、液状化対策費用を加算

②家具（備品含む） 312,000 基本構想時の試算結果を基に、カーテン・消火器等の費用を加算

③書籍購入費 286,000 14.3万冊を新たに購入の場合

④ICT関連経費 74,000 ICタグシステム・電子図書館・その他ICT機器類の初期費用

総事業費合計 3,182,000

３　運営費用（年間） 金額（千円） 備考

①ー１人件費（直営の場合） 193,000 ICタグシステムを導入し、効率的運営を図った場合

①ー２人件費（民間活力を活用する場合） 139,000 ICタグシステムを導入し、効率的運営を図った場合

②施設維持管理費 42,000 ビルメンテナンス費用・清掃費用等　※光熱水費を除く

③ICT関連経費 48,000 ICタグシステム・電子図書館・その他ICT機器類のランニング費用

運営費用合計①ー１ 283,000

運営費用合計①ー２ 229,000
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